
【解　答】

内臓幼虫移行症による肝好酸球
性肉芽腫

解説：
　本症例はスクリーニングを契機に発見された肝
占拠性病変である．MRI 検査では T1 強調画像で
低信号，T2 強調画像で高信号であった．Dynamic 
study では乏血性を示し，肝細胞相では EOB 取り
込み低下を認めた．肝内胆管癌や肉芽腫性疾患（寄
生虫感染やサルコイドーシス）が鑑別に挙げられ
た．腫瘍は肝 S6 表面に位置しており，悪性腫瘍
であった場合，肝生検は医原性播種のリスクが高
いと判断した．CT 検査上，明らかなリンパ節転
移/遠隔転移を示唆する所見を認めなかったため，
ロボット支援腹腔鏡下肝 S6 部分切除術を施行し
た（手術時間：2 時間 30 分，出血量：61mL）．肉
眼的に辺縁不整な地図状の乳白色弾性硬の結節を
認めた（Figure 5）．組織学的には多数の好酸球集
簇および壊死組織を取り囲む類上皮細胞を認め，
壊死組織の中心には変性した虫体を認めた（Fig-
ure 6）．以上より，内臓幼虫移行症を原因とする
肝好酸球性肉芽腫と診断した．
　肝好酸球性肉芽腫（eosinophilic granuloma of 

the liver；EGL）は，I 型アレルギー反応に起因す
る組織病理学的所見であり，さまざまな疾患や病
態で認められる．具体的には，壊死性血管炎1），サ
ルコイドーシス2），ランゲルハンス細胞組織球症3）

などの疾患，薬剤性4），内臓幼虫移行症（visceral 
larva migrans；VLM）5）6）によるアレルギー反応が
原因として挙げられる．VLM による EGL は肝臓
における局所的なアレルギー反応を指す．
　VLM とは，寄生虫卵の経口摂取により腸管内
で孵化した幼虫が，腸管壁に侵入しさらに諸臓器
に移動する疾患である7）8）．主な寄生虫としてはイ
ヌ回虫およびネコ回虫があり，肝吸虫，ブタ回虫，
アニサキス，単包条虫，多包条虫なども挙げられ
る9）．消化管から寄生した寄生虫が門脈経路で肝へ
到達し，肝で異物抗原として認識されて EGL が形
成される．本症例では患者がペットとして犬を飼
育しており，イヌ回虫が感染していた可能性があ
る．
　EGL の画像所見は多岐にわたるが，一般的に
T1 強調画像で低～等信号，T2 強調画像で高信号
を示す10）．また dynamic study では動脈相で辺縁
造影効果または淡い不均一を示し，肝細胞相では
取り込み低下を示す6）11）．しかしながら，胆管細胞
癌や炎症性偽腫瘍，一部の転移性肝腫瘍において
も同様の画像所見を認め，診断に難渋するケース
が多い．本症例は EOB-MRI 検査にて乏血性の所

Figure　5.　肝 S6 部分切除術を施行した（a）．割面では辺縁不整な地図状の乳白色，弾性
硬の結節を認めた（b）．
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見を認めており，VLM による肝肉芽腫は鑑別と
して挙がったものの，肝内胆管癌との鑑別は困難
であった．FDG-PET/CT 検査においては軽度異
常集積をともなうことが報告されており9），本症例
においても病変部と一致して軽度集積を認めたた
め，肝内胆管癌との鑑別の一助となる可能性は
あった．しかしながら，画像所見から悪性腫瘍と
EGL の鑑別をすることは困難であり，診断を兼ね
た手術は許容されるものと思われる．
　また近年，肝臓外科領域における低侵襲手術の
一環としてロボット支援手術が注目を集めてい
る12）～15）．腹腔鏡下肝切除術と比較すると，ロボッ
ト支援肝切除術は開腹への移行率が低く，術後の
入院期間が短いことが報告されている13）．寄生虫
感染による肝腫瘍に対してロボット肝切除術を施
行したものは，検索し得る限り 1 編の報告のみで
あった16）．今後，さまざまな肝疾患に関してロボッ
ト支援肝切除術が普及していくと考えられる．
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